











Mobile Farm in a Local Market as a Tool to Revitalize the Local Community and ESD
Chiemi SAITO and Yuma ITOH
　概要：“Shin-Tera Komichi Ichi” is a market held on the 28th of every month at Shintera Komichi 
Ryokudo， Wakabayashi， Sendai City．  The market aims at activating the local community and to 
motivate a wider communication among residents． We have joined the market with a mobile farm， 
mainly of goats， since October， 2013.  In the present paper， we summarize the activities and discuss 
their significance as a tool to revitalize local community in relation to ESD．  Contributions of the farm 
activity on the market and its outcome for both local residents and students are dicussed．
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１． 背景
　国連の推計によれば， 21 世紀末には世界の人口






な条件となっている．国連が提唱する ESD (Education 
for Sustainable Development， 持続発展教育 ) は， 大量
消費社会から脱却し， 次世代市民に地球資源を残すこ
とを目的として， 新しい持続可能な社会を担うことの



























うとする姿は， まさしく ESD の理念に則した活動と
いってよいであろう．「新寺こみち市」には， 2014 年
度， 毎月， パンや野菜， お菓子， コーヒー， 工芸品など
を中心に， 約 40 店舗が参加している．曜日に関係な
く毎月 28 日午前 10 時～午後３時まで市が立ち， 参加
者は毎回， 1000 名程度に及ぶ（西大立目， 私信）．









































































　年齢層は， 対象の見かけから， 「10 歳以下（幼児）」






10 月～ 12 月， 2014 年の５月～ 11 月の合計 10 回で， 
毎回 10 時～ 15 時までの５時間， 活動を実施した．た
だし， 2014 年の７月は， 新寺こみち市自体が「夜市」







　また， 2014 年の９月には， 休日ということもあり， 
ヤギだけではなく， ウコッケイの雛のふれあいを試験
的に実施した．
　参加者数のカウントは， 初回の 2013 年 10 月は概
算で実施したため， 男女比や年齢構成までは記録しな




















動の参加者数は， 平均して 61 名 / 時間， １回平均では
303 名であった．最も参加者が多かったのは 2014 年
９月 28 日（日曜日， 晴天）で， 毎時 124 名（１回で合
計 620 名）がヤギふれあいに参加した．なお， この日
の「こみち市」来場者数は 2000 名であり， 昼間開催
された９回のうちでは来場者も最も多かった．一方， 
最もふれあい参加者が少なかったのは， 2013 年 12 月
28 日（平日， 曇り時々雪）で， 毎時平均 42 名（５時














加率」としてその推移を見ると， 平均参加率は 0.28 で， 






















る 30 代～ 50 代の参加者が全体の 32％と多く， もっと
も少ないのは高齢者層であった．ただし， 夜間に開催

















































































































・ 昔 , 祖母の家（山形）へ行った時 , ヤギを飼って
おり , 祖母が「体に良いから」といってヤギの
乳を飲ませてくれた。味が濃かったような記憶
があるが , どのような味であったか , 飲む機会が
あればまた試してみたい。（高齢 , 不明）
・ 子どもの頃 , 通学路の川原にいつもヤギがいた
ものだ。橋の上から草を食べているのを見下ろ
していたことを覚えている。（高齢 , 男性）


























てくださる方， 終了間際の 15 時ぎりぎりに「間に合っ
たわ！」と言いながら走っておいでになる方もいた．
保育所の子どもたちも多数来てくれるようになり， ヤ












































































ことは難しいが， 私たちは， 一定程度， 活動には市民
を公園に集める力が働いていると考えている．その
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